
博士（工学）Jan Michal Pstragowsk1

    学位論文題名
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（人工的環境の構造一イメージと意味―）

学位論文内容の要旨

本論文の目的は、人工的環境が創り出す構造的な特徴を検証することである。それは都市、ラソドスケ―

プ、そして建築のデザイソを行う上での主題ともいえる。

ここ15 -20年の中で特に注目すべきは、日本の起源に深く根ざした信仰が存在する一方で模倣や複写

といった傾向も促進されたという逆説的な状況である。この状況は、公的・私的を空間を間わずデザイソ

にテーマノ、―ク的を要素が広まっていったことと時期を同じにしているが、この傾向からもいかに‘模倣’が

イメージの概念の実質的蕨ものになっているかが証明される。それでも今毅お、イメージという概念は意

識されているようだ。(Kevin Lynch「都市のイメージ」(1960)から都市のデザイソにあけるイメージの重要

性が強調された）。現代の市民は、TVやビルの広告、雑誌やコマーシャルをどの売ることを目的とした偽の

イメージづくりに影響され、ますます視覚的なものを求めるようにをってきた。大量生産の時代とも相まっ

て、この種のイメージが強調されることは、都市空間に不可欠を深層的を質の低下と創造行為に対する態

度そのものを変える結果とをりかねをい。これは‘模倣’という行為において特に顕著に現れる。よって本論

文では上記の状況をいがに回避するかを検証することを目的としている。その際、過度に機械的に操作さ

れたデザイソプ□セスの中がら真の目的を取り戻すことと、行われたデザイソそのものの原初的を意味の

みに焦点を当てることが必要と綴る。‘模倣’という概念の中で本当に重要なのは、単をる外面のイメ―ジ

では奄く、そのデザイソが持つ‘意味’をのである。

  本論は8章により構成される。第1章では主題の説明を行っている。第2章では現在の研究対象範囲、用

語の指定、及び本研究の構成と方法論を示す。第3章、および第4章は、本論の中核ををす部分であり、本

論文の後半の議論での基礎とをっている。第3章は「Design of Harmonious Landscape and／括

Preservation. Study of Ca/vary Ways in Po/andJについてである。「Polish Calvaries」（最も有名なKalwaria

Zebrzydowskaにある）は、本質的に宗教の目的で創られた風景の複合物であり、精神的を必要性とラソド

スケ―プ・デザイソが融合した成功例である。つまり、‘意味’とはデザイソが内包すぺき必要性と永続的な

存在感、そして‘意味’の保存こそが保存の主題であることを指摘している。第4章は「Regionalism所Ser vice

めAssimilation of New ldeas. /mitations of Distantカtterns and Regわ灯a応所所鮒a冖a冖dとa冖ぬc叩P

伽s加」についてである。この章では、グ□一/ヾ リゼ―ショソ、リ→ジョナリズム、‘模倣’それぞれの実体につ

いて論じてあり、‘模倣’という行為はノヾナキュラーを作法であると推測している。‘模倣’を土着的をもので

はをいにしろ、新しいアイデアのための推進カとして示している。また、リ―ジョナリズムは新しいアイデア
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に対し足かせとをるものではをく、新しいアイデアと地域を融合しうるものであることを論証している。リ

ージョナル奄アプ口一チを通して複写されたォリジナルの元来の質を再構築しうる、と仮定した結論に達

することができる。第5章は‘意味’の定義を明確化し、その適用に際し論理的背景を示している。街(Joseph

Rykwertによって指摘される）が象徴的/ヾ ターソとして認識されていた古代より‘意味’の重要性は確認され

てあり、近代では、Robert Venturiが‘ducks’と‘decorated sheds’の建築の中で‘意味’に対する2つの逆説的

表現方法を示している。本章では都市空間にぁける‘theming’の傾向は顕著であり、公的・私的、商業用空間・

居住空間にぉけるテ―マノヾ一クの計画に従った配置をどを挙げている。さらには、現存する‘模倣’の例と過

去からの原型の分析から、O日本の首都や渤海王国の消滅した首都は唐王朝の長安のノヾタ―ソに倣い建

設された。＠ヨ―ロッノ¥o、特にポーラソドのCalvariesはノヾレスチナのエルサレムの複製である。◎コベソノヽ

―ゲソTivoli公園はアミュ―ズメソトの原型としてローマとルネッサソスのTivoliが再現されたもので、次々

に世界中の多くの場所で複製された。本章では最近建設された‘模倣’も考察し、O都市の概念を持っジャ

カルタの衛星居住地であるKota Wisata。＠Bavarian Villageに見られる再活性化されたアメリカの街であ

るLeavenworth。◎長崎にあるノ＼ウステソボスの居住地であるWassenaa「をどは、単蕨るりゾ―ト地ではな

く、生活全般を理想的を環境の中で過ごす場所であり、そして将来のコミュニティのためのモデルでもあ

ることを指摘している。第6章では、人々が‘模倣’に引き付けられる動機を以下に14に整理している。O商

業化＠ユ二―クさのアピ‾ル◎均一方法の模索＠明確をアイデソティティの必要性◎新しいことの魅力◎

ノスタルジアO存在に対する不満◎価値の探求◎‘新しく、よりよい現実’への探求◎無益なことの必要性

◎安全の必要性◎現代の建築と都市生活に対する恐怖感または極度の疲労◎政治的を理由＠都市空間

における方針。第5章での試みが「何か？」という質問に対する答えであったのに苅して、これらの動機は

「をぜつ」という質問への答である。第了章では、前章の中で説明された状況を分析し、デザイソ手法とし

ての‘模倣’(-般的に言うと、外国や離れた土地の導入）では、多くの長所と共に欠点もあることを指摘し

ている。‘模倣’は、機械的過ぎたり、厳密過ぎたり、失敗してしまったり、とりわけ視覚的をものにとどまって

しまう状態が頻繁に起こり、それらは時にLynchのイメ―ジアピリティの考え方に対する否定と奄る。環境

の質にあいては決定的であるが、アイデソティティや構造だけでなく‘意味’も所有する必要があり、イメー

ジ の考 え 方 にぉ け る 歪み は 今 日の 人 工 的 環境 の 重 要奄 特 徴 であ る こ とを 指 摘 して い る 。

第8章は本論の結諭を、以下の事項に要約している。

  O必要をことは特定の解決策のための明確を目的である；日本語の言葉「事実」によって表現される真

実性との関係性。‘模倣’は明確を事実にをり得ると同時になるぺきであり、無意味なデザイソまたは単に機

械的をプロセスであるはずがをい。日本の京都やポーラソドのKalwaria Zebrzydowskaのような多くの例

は、それが可能で、さらに非常に効果的である。

  ＠最終的を結論は、周りの事実は1次元的をものより大きを影響カを持っているということより台頭す

る。視覚的外観はまさにその最も外側のレイヤ―であり、本質はその背後に隠れている。主題（劣悪をイメ

―ジに含まれている優れた‘意味，）の構造の認識はデザイソプ□セスにおいて重要である。従って、‘模倣’

の文 脈 の 中で 、 最 も重 要 を こと は イ メ―ジの 複製では なくむ しろ‘意 味’の 複製であ る。
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    学位論文題名  、

The Structure of the Man-Made Environment

    －Image and Meanlng―

    （人工的環境の構造一イメージと意味―）

  本論文は、都市、ランドスケープそして建築群のデザインにおける、デザインプログラムとプロ

セスにおける意味とイメージの有用性を再確認し、模倣や複写という過度に機械的に操作された汎

用されつっある今日的な傾向を回避することの必要性を認識し、公共的な空間の計画設計に不可欠

となる人工的空間の計画設計における構造陸と意味陛を指摘し、これからの公共的な空間の計画設

計における基礎理論の構築を目指したものである。

公共的・私的な空間を間わず‘備弛眠’複写”の傾向が加速化し、都市空間の計画設計プロセスに

おける‘模倣’が実質的・汎用的になり、ケビン・リンチによって強調された(1960)都市のイメ

ーゾ’は、視覚的・表層的なものとなり、都市空間における意味性や深層的な質の低下とともに計

画設計行為における目標とデザインプログラムの変質が都市空間の低質化をもたらしつっある。

本論文では‘模倣や複写’によって計画設計された今日的な事例を対象として、都市の本来的な

魅カである都市空間の深層性や意味陸の回復を目標と、計画設計の原初的な意味に焦点を当て、都

市空間設計の原点を論じたものであり、単なる表層的・外面的イメージではなく、計画設計が持つ

‘意味’を論じた研究は、持続的な都市計画設計の観点からも重要な意味を持つっている。

本論文は8章により構成される。第1章では研究の主題に加え、既往め概念整理規定を行ってい

る。第2章では現在の研究対象範囲の定義、使用概念の指定、研究のフローと方法論を示している。

また対象亭甥Jの観察ヒアリング調査と文献調査による個々の計画設計思想と論考がi紋のべースな

っている。第3章は、ポーランドを代表するカルヴァリ(Kalwaria Zebrzydowska)の分析と論考で

ある。カルヴァりは宗教的な目的で創られた風景複合物（ランドスケープ）であり、本質的には精

神的な意味陸と風景デザインが融合した人工的環境であることを分析し、文化的・宗教的な永統的

からも人々の生活を支える物理的かつ精神的な人工的環境であり、将来に亘り持続されるべき存在

感であることを論考し、風景・環境の‘意味’こそがデザインが本来的に目的とすべき事柄であり、

‘意味’の保存こそが人口的環境の保存の主題であることを指摘している。第4章は、‘グローバリ
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ゼーション’‘リージョナリズム’‘模倣’について論じ、‘模倣’はバナキュラーな作法であり空間

創出（新しいアイディア）の推進カであり、‘リージョナリズム’は新しいアイデァと地域を融合し

うるものであることを論証している。第5章は3っに分かれており、第1節では人工的環境の‘意

味’の明確化と論理的背景を示し、都市が象徴的なパターンとして認識されていた古代の‘意味’

の重要性と近代における‘意味’の認識に対する比較を行いつつ、都市空間や建築空間を対象とし

た記号学と同様に建築理論学の成果を理論背景として整理している。第2飾では公共的・私的空間

におけるテーマパーク型計画設計を、都市空間における主題化の現象分析から、同時代の都市の

‘Disneyisation’と‘museumisation’を指摘している。第3飾では現存する‘模倣’の例と過去

からの原型を分析する：日本そして渤海国の首都計画設計における唐王朝・長安の原型性の影響と

意味、欧州とりわけポーランドのカルヴァリエにおけるパレスチナ・エルサレムの原型性と再現の

意味、コベンハーゲン・チボリ公園におけるローマ・ルネッサンス期のチボりの原型性と再現につ

いて比較分析、及びジャカルタの衛星居住地であるKota Wisata、再活性化されたアメリカの街

Leavenworth、日本・長崎にあるハウステンボスの居住地区Was senaarを比較分析・論考し、生活と

環境、技術そしてコミュニティにもとづく意喇生を指摘している。第6章では、‘模倣’への動因を

整理し、◎商業f匕、◎ユニークさのアピール、◎同一化の模索、＠明確なアイデンティティの必要

性、◎新奇、＠ノスタルジア、◎存在に対する不満、◎価値の探求、◎‘新しく、よりよい現実’

の探求、◎無益なことの必要性、◎安全の必要性、◎現代の建築と都市生活に対する恐陥感または

極度の疲労、◎政治的な理由、を指摘している。第7章は、都市デザイン手法としての‘模倣’(-

般的に言うと、外国や離れた土地の導Aの長所と欠点を指摘し、‘模倣’は、機臓的移植や視覚的・

表層的なコピーは人工的環境の質の低下においては決定的であり、表層的形態・意匠でなく、文化

的・生活的な‘意味’の移植・増殖が必要であり、今日の人工的環境の計画設計における都市イメ

ージに対する歪みの是正の重要性を指摘している。第8章は、本研究で得られた知見を総括した結

諭およぴ今後の課題をまとめている。すなわち都市空間、ランドスケープ、建築群などの人工的環

境の計画設計プロセスにおける人間と環境間の構造と意味性は、人工的環境形成のおける‘模倣’

の文脈におけるイメージの複製のではなく‘意味’の複製と増幅によってのみ達成されることを指

摘し、次世代における持続的な都市の計画設計論の基本的理念と理論的な枠組みを提案している。

  これを要するに、公共的な空間の質を主題とする持続的な都市や地域の計画設計において、環境

と空間の意味陸の回復と正貝U的な伝承は、人工的な環境の再生プロセスを通底しうる認識論であり

生成論であることを事例を通じて整理・提案したものであり、都市空間計画学、都市デザイン学に

貢献するところ大なるものがある。よって著者は、北海道大学博士（工学）の学位を授与される資

格があるものと認める。
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